




　 In Japan werden die Regeln der Artikeldeklinaton relativ früh im Unterricht 
erklärt. Daher stellt sich die Frage, inwiefern explizite Erklärungen dieser 
Regeln für die Förderung des Sprachwissens der Lernenden effektiv sind. 
Um dieser Frage nachzugehen, wurden zwei Experimente durchgeführt. Die 
Teilnehmenden waren jeweils Lernende auf  den Niveaus A1 bis A2 (GER), die 
an japanischen Universitäten Deutsch lernen. Beim ersten Experiment wurde 
die Wirkung expliziter Erklärungen je nach dem Sprachniveau untersucht und 
verglichen. Beim zweiten Experiment wurde die Wirkung expliziter Erklärungen 
vor einem vierwöchigen Aufenthalt im deutschsprachigen Raum untersucht. Bei 
beiden Experimenten wurden je ein Prätest und zwei Posttests durchgeführt, 
der erste nach einer Woche, der zweite nach neun bzw. sechs Wochen, um die 
kurzfristige und die langfristige Wirkung zu überprüfen. Die Ergebnisse beider 
Experimente zeigen u.a., dass explizite Erklärungen der Artikeldeklination bei 
japanischen Deutschlernenden keine signifikante Wirkung auf  die Testergebnisse 
ergeben, während sie hingegen einen großen Einfluss auf  die Streuung der 
Testergebnisse ausüben. Schließlich lässt sich folgern, dass explizite Erklärungen 











































後にポストテスト 2 を実施した。これら 3 つの得点の推移として考えられ
るパターンは，以下の 7つである。
　　（1） ポストテスト 1 で有意に上がり，ポストテスト 2 でそれが維持さ
れる
　　（2）ポストテスト 1で有意に上がり，ポストテスト 2で有意に下がる
　　（3） ポストテスト 1 で有意な変化はなく，ポストテスト 2 で有意に上
がる
　　（4） ポストテスト 1 で有意な変化はなく，ポストテスト 2 でそれが維
持される
　　（5） ポストテスト 1 で有意な変化はなく，ポストテスト 2 で有意に下
がる
　　（6）ポストテスト 1で有意に下がり，ポストテスト 2で有意に上がる







































　その次の授業では，予告なしにポストテスト 1（資料 2）を 4分間で実施
した。その後 9週間は特に冠詞類の格変化に関する特別な指導は行わず通常
の授業が行われた。そして最後に予告なしでポストテスト 2（資料 3）を 4
分間で実施した。図 1は実験 1のデザインを図示したものである。
2.3　実験参加者・対象クラス・実施時期
　実験 1は X 大学の 3クラスと Y 大学の 2クラスで，2017 年春学期に実施
した。X 大学の対象クラスは 2年生でドイツ語非専攻の学生，Y 大学の対象
クラスは 1年生でドイツ語専攻の学生である。大学ごとに同じカリキュラム















プ」，Y 大学の 2 クラスを「B グループ」として扱う。実験参加者数は，A
グループ，B グループともに 42 名であった。
　A グループの学習者は，2016 年 4 月にドイツ語学習を始め，実験開始時
までに 90 分のドイツ語授業を週 2 コマ・約 30 週受講してきており，実験
時のドイツ語能力レベルは，個人差はあるものの，凡そ『ヨーロッパ言語共
通参照枠』の指標で A1.1 から A1.2 相当であった。一方，B グループの学習
者は，2016 年 4 月にドイツ語学習を始め，実験開始時までに 90 分のドイツ
語授業を週 6コマ・約 34 週受講してきており，実験時のドイツ語能力レベ
ルは，個人差はあるものの，凡そ『ヨーロッパ言語共通参照枠』の指標で







































142.372）＝ 6.790, p ＝ .002, 偏イータ 2乗＝ .076）。多重比較の結果，ポスト
テスト 1の得点がプレテストの得点よりも有意に高かった（p ＝ .001）。テス






のプレテストとポストテスト 1の分散の差のみであった（p ＝ .033）。ポス
トテスト 1の分散はプレテストより有意に小さかった。グループ間の分散の
差については，プレテストは有意ではなく（p ＝ .166），ポストテスト 1は
有意であり（p ＝ .022），ポストテスト 2では有意ではなかった（p ＝ .100）。
ポストテスト 1において，習熟度の高い B グループの分散は習熟度の低い
A グループの分散より有意に小さかった。
　相関分析の結果，プレテストとポストテスト1の得点，ポストテスト1とポ
ストテスト2の得点は，A グループにおいても B グループにおいても，有意な
正の相関を示した（Aグループ：r ＝ .697, p＝ .000    r ＝ .654, p＝ .000    Bグルー
プ：r ＝ .520, p ＝ .000    r ＝ .358, p ＝ .020）。プレテストとポストテスト2に
ついては，A グループは有意な相関（r ＝ .472, p ＝ .002），B グループは有意
傾向となった（r ＝ .271, p ＝ .082）。相関分析の結果を，図 2―1から 2―6に示す。
　次に，採点方式「乙」による結果を示す（表 2）。
　2要因分散分析の結果，テストの主効果は有意であった（F（1.696, 139.064）
＝ 4.228, p ＝ .022, 偏イータ2乗＝ .049）。多重比較の結果，プレテスト，ポス
表 1　実験 1におけるテストの各平均点，標準偏差，最低点・最高点（採点方式「甲」）
グループ プレテスト ポストテスト 1 ポストテスト 2
A ＋ B（n ＝ 84）  7.06  8.21  8.01
 5.49  5.41  5.41
A（n ＝ 42）  2.55  3.48  3.69
 2.58  3.16  3.57
0/13 0/13 0/13
B（n ＝ 42） 11.57 12.95 12.33





用は有意ではなかった（F（1.696, 139.064）＝ .974, p＝ .368, 偏イータ2乗＝ .012）。
　Levene 検定の結果，テスト間の分散に有意差は見られず，B グループのプ
表 2　実験 1におけるテストの各平均点，標準偏差，最低点・最高点（採点方式「乙」）
グループ プレテスト ポストテスト 1 ポストテスト 2
A ＋ B（n ＝ 84）  8.30  9.01  9.10
 4.67  4.74  4.75
A（n ＝ 42）  4.64  4.98  5.10
 2.71  3.04  3.08
0/13 0/13 0/13
B（n ＝ 42） 11.95 13.05 13.10





レテストとポストテスト 1の分散の差のみが有意傾向となった（p ＝ .051）。
ポストテスト 1の分散はプレテストより小さかった。グループ間の分散の差
については，プレテストは有意ではなく（p ＝ .588），ポストテスト 1は有
意であり（p ＝ .003），ポストテスト 2も有意であった（p ＝ .018）。ポスト
テスト 1およびポストテスト 2において，習熟度の高い B グループの分散
は習熟度の低い A グループの分散より有意に小さかった。
　相関分析の結果，プレテストとポストテスト1の得点，ポストテスト1とポ
ストテスト2の得点は，A グループにおいても B グループにおいても，有意な
正の相関を示した（Aグループ：r ＝ .552, p＝ .000    r ＝ .572, p＝ .000    Bグルー
プ：r ＝ .488, p ＝ .001    r ＝ .683, p ＝ .000）。プレテストとポストテスト2につ
いては，A グループは有意ではなく（r ＝ .171, p ＝ .279），B グループは有意










グループ プレ ポ 1 ポ 2 プレ ポ 1 ポ 2 プレ ポ 1 ポ 2
A ＋ B（n ＝ 84） 0.61 0.55 0.67 0.52 0.39 0.37 0.49 0.43 0.52
0.49 0.50 0.47 0.50 0.49 0.49 0.50 0.50 0.50
A（n ＝ 42） 0.29 0.24 0.40 0.12 0.05 0.14 0.19 0.14 0.24
0.46 0.43 0.50 0.33 0.22 0.35 0.40 0.35 0.43
B（n ＝ 42） 0.93 0.86 0.93 0.93 0.74＊＊ 0.60＊＊ 0.79 0.71 0.81
0.68 0.69 0.65 0.26 0.45 0.50 0.42 0.46 0.40
定冠詞・中性・1格 定冠詞・女性・3格 不定冠詞・男性・1格
グループ プレ ポ 1 ポ 2 プレ ポ 1 ポ 2 プレ ポ 1 ポ 2
A ＋ B（n ＝ 84） 0.38 0.67＊＊ 0.71＊＊ 0.62 0.81＊＊ 0.45＊（＊＊） 0.45 0.35 0.64＊＊（＊＊）
0.49 0.47 0.45 0.49 0.40 0.50 0.48 0.48 0.46
A（n ＝ 42） 0.02 0.36 0.48 0.33 0.62 0.21 0.12 0.14 0.36
0.15 0.49 0.51 0.48 0.49 0.42 0.33 0.35 0.49
B（n ＝ 42） 0.74 0.98 0.95 0.90 1.00 0.69 0.79 0.55 0.93
0.45 0.15 0.22 0.30 0.00 0.47 0.42 0.50 0.26
不定冠詞・男性・4格 不定冠詞・中性・4格 不定冠詞・中性・1格
グループ プレ ポ 1 ポ 2 プレ ポ 1 ポ 2 プレ ポ 1 ポ 2
A ＋ B（n ＝ 84） 0.25 0.60＊＊ 0.55＊＊ 0.49 0.52 0.51 0.43 0.46 0.62＊＊（＊）
0.44 0.49 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.49
A（n ＝ 42） 0.05 0.31 0.21 0.19 0.10 0.17 0.12 0.10 0.36
0.22 0.47 0.42 0.40 0.30 0.38 0.33 0.30 0.49
B（n ＝ 42） 0.45 0.88 0.88 0.79 0.95＊ 0.86 0.74 0.83 0.88







グループ プレ ポ 1 ポ 2 プレ ポ 1 ポ 2 プレ ポ 1 ポ 2
A ＋ B（n ＝ 84） 0.36 0.63＊＊ 0.48（＊） 0.56 0.49 0.52 0.21 0.83 0.38
0.48 0.49 0.50 0.50 0.50 0.50 0.41 0.50 0.49
A（n ＝ 42） 0.02 0.31 0.17 0.29 0.07＊ 0.14 0.02 0.07 0.10
0.15 0.47 0.38 0.46 0.26 0.35 0.15 0.26 0.30
B（n ＝ 42） 0.69 0.95 0.79 0.83 0.90 0.90 0.40 0.83＊＊ 0.67＊＊
0.47 0.22 0.42 0.38 0.30 0.30 0.50 0.38 0.48
所有冠詞・男性・1格 所有冠詞・複数・4格 所有冠詞・中性・1格
グループ プレ ポ 1 ポ 2 プレ ポ 1 ポ 2 プレ ポ 1 ポ 2
A ＋ B（n ＝ 84） 0.56 0.68 0.51 0.60 0.60 0.49 0.54 0.60 0.58
0.50 0.47 0.50 0.49 0.49 0.50 0.50 0.49 0.50
A（n ＝ 42） 0.17 0.43＊＊ 0.19（＊） 0.29 0.24 0.21 0.33 0.31 0.31
0.38 0.50 0.40 0.46 0.43 0.42 0.48 0.47 0.47
B（n ＝ 42） 0.95 0.93 0.83 0.90 0.95 0.76 0.74 0.88 0.86
0.22 0.26 0.38 0.30 0.22 0.43 0.45 0.33 0.35
・ プレ：プレテスト，ポ 1：ポストテスト 1，ポ 2：ポストテスト 2，を示す。（表 6も同様）
・ 主効果が有意となった場合は A+B の平均点に，交互作用が有意となった場合は A，B 各々
の平均点に，多重比較の結果を表示した。表示ルールは以下の通り（表 6も同様）。
-  ポストテスト 1に付した＊はプレテストとポストテスト 1の平均点の差が 5%水準で有意
-  ポストテスト 2に付した＊はプレテストとポストテスト 2の平均点の差が 5%水準で有意
-  ポストテスト1に付した＊＊はプレテストとポストテスト1の平均点の差が 1%水準で有意
-  ポストテスト2に付した＊＊はプレテストとポストテスト2の平均点の差が 1%水準で有意
-  ポストテスト 2に付した（＊）はポストテスト 1とポストテスト 2の平均点の差が 5%水
準で有意
-  ポストテスト 2に付した（＊＊）はポストテスト 1とポストテスト 2の平均点の差が 1%
水準で有意
-  数字の一重下線は，プレテスト，ポストテスト 1，ポストテスト 2における両群の平均
点の差が 5%水準で有意













　「不定冠詞・男性・4 格」「定冠詞・中性・1 格」（A+B グループ），「所有
冠詞・複数・3格」（B グループ）では，ポストテスト 1・ポストテスト 2の
得点が，それぞれプレテストより有意に高かった。ポストテスト 1とポスト
テスト 2の得点には有意差は見られなかった。他方，「定冠詞・複数・3格」
（B グループ）では，ポストテスト 1・ポストテスト 2の得点が，それぞれ




ストとポストテスト 2，ポストテスト 1とポストテスト 2に有意差があった





























































































　実験 2は Y 大学の 2年生ドイツ語専攻学生を対象に，2019 年春学期の授
業時間外に実施した。実験参加者数は 19名であった。分析では，実験群を「C
グループ」，統制群を「D グループ」として扱った。参加人数は，C グルー
プが 10 名，D グループが 9名であった。
　C グループおよび D グループの学習者は，2018 年 4 月にドイツ語学習を





えて 2 回目の授業では，和文独訳問題 7 問から成るプリントも配布して取
り組ませ，最後に教師が解説を行った。
3.5　テストの内容

















　2要因分散分析の結果，テストの主効果は有意であった（F（2, 34）＝ 5.963, 
p ＝ .006, 偏イータ 2乗＝ .260）。多重比較の結果，ポストテスト 2の得点が
プレテストの得点よりも有意に高かった（p ＝ .003）。テストと明示的説明の
交互作用は有意ではなかった（F（2, 34）＝ .755, p ＝ .478, 偏イータ2乗＝ .043）。
　Levene 検定の結果，テスト間の分散には有意差も有意傾向も見られなかっ
た。グループ間の分散の差については，プレテストは有意ではなく（p＝ .209），
ポストテスト 1は有意であり（p ＝ .008），ポストテスト 2も有意であった（p




の得点の相関は有意ではなかった（r ＝ .047, p ＝ .897    r ＝ .495, p ＝ .146 
r ＝－.229, p ＝ .524）。D グループにおいては，プレテストとポストテスト1
表 4　実験 2におけるテストの各平均点，標準偏差，最低点・最高点（採点方式「甲」）
グループ プレテスト ポストテスト 1 ポストテスト 2
C ＋ D（n ＝ 19） 10.84 12.05 12.42
 2.99  3.08  2.61
C（n ＝ 10） 11.50 13.20 13.10
 2.69  1.14  1.79
8/14 11/15 9/15
D（n ＝ 9） 10.11 10.78 11.67





2の得点はいずれも有意な正の相関を示した（r ＝ .921, p ＝ .000    r ＝ .928, 
p ＝ .000    r ＝ .783, p ＝ .013）。相関分析の結果を，図 5―1から 5―6に示す。
　次に，採点方式「乙」による結果を示す（表 5）。
表 5　実験 2におけるテストの各平均点，標準偏差，最低点・最高点（採点方式「乙」）
グループ プレテスト ポストテスト 1 ポストテスト 2
C ＋ D（n ＝ 19） 11.32 12.37 12.53
 2.95  2.87  2.50
C（n ＝ 10） 12.10 13.50 13.20
 1.85  0.85  1.81
10/15 12/15 9/15
D（n ＝ 9） 10.44 11.11 11.78





　2要因分散分析の結果，テストの主効果は有意であった（F（2, 34）＝ 4.345, 
p ＝ .021, 偏イータ 2乗＝ .204）。多重比較の結果，ポストテスト 1の得点が
プレテストの得点よりも有意に高く（p ＝ .038），またポストテスト 2の得
点がプレテストの得点よりも有意に高かった（p ＝ .037）。テストと明示的









得点，プレテストとポストテスト 2 の得点，ポストテスト 1 とポストテス
ト 2の得点の相関は有意ではなかった（r ＝ .318, p ＝ .371    r ＝ .522, p ＝ .121 
r ＝ .144, p ＝ .691）。D グループにおいては，プレテストとポストテスト 1
の得点，プレテストとポストテスト 2の得点，ポストテスト 1とポストテス
ト2の得点はいずれも有意な正の相関を示した（r ＝ .930, p ＝ .000    r ＝ .846, 












グループ プレ ポ 1 ポ 2 プレ ポ 1 ポ 2 プレ ポ 1 ポ 2
C ＋ D（n ＝ 19） 0.74 0.84 1.00 0.95 0.68 0.74 0.63 0.68 0.74
0.45 0.38 0.00 0.23 0.48 0.45 0.50 0.48 0.45
C（n ＝ 10） 0.80 0.90 1.00 0.90 0.80 0.80 0.60 0.80 0.80
0.42 0.32 0.00 0.32 0.42 0.42 0.52 0.42 0.42
D（n ＝ 9） 0.67 0.78 1.00 1.00 0.56 0.67 0.67 0.56 0.67
0.50 0.44 0.00 0.00 0.53 0.50 0.50 0.53 0.50
定冠詞・中性・1格 定冠詞・女性・3格 不定冠詞・男性・1格
グループ プレ ポ 1 ポ 2 プレ ポ 1 ポ 2 プレ ポ 1 ポ 2
C ＋ D（n ＝ 19） 0.58 1.00＊＊ 0.84 0.95 0.95 0.74 0.74 0.63 0.89
0.51 0.00 0.38 0.23 0.23 0.45 0.45 0.50 0.32
C（n ＝ 10） 0.70 1.00 0.90 1.00 1.00 0.90 0.70 0.80 0.90
0.48 0.00 0.32 0.00 0.00 0.32 0.48 0.42 0.32
D（n ＝ 9） 0.44 1.00 0.78 0.89 0.89 0.56 0.78 0.44 0.89










グループ プレ ポ 1 ポ 2 プレ ポ 1 ポ 2 プレ ポ 1 ポ 2
C ＋ D（n ＝ 19） 0.58 0.84＊ 0.95＊ 0.58 0.89 0.89 0.53 0.74 0.89
0.51 0.38 0.23 0.51 0.32 0.32 0.51 0.45 0.32
C（n ＝ 10） 0.70 0.80 0.90 0.70 1.00 0.90 0.60 0.70 1.00
0.48 0.42 0.32 0.48 0.00 0.32 0.52 0.48 0.00
D（n ＝ 9） 0.44 0.89 1.00 0.44 0.78 0.89 0.44 0.78 0.78
0.53 0.33 0.00 0.53 0.44 0.33 0.53 0.44 0.44
不定冠詞・女性・3格 所有冠詞・女性・3格 所有冠詞・複数・3格
グループ プレ ポ 1 ポ 2 プレ ポ 1 ポ 2 プレ ポ 1 ポ 2
C ＋ D（n ＝ 19） 0.63 0.89 0.74 0.89 0.74 0.84 0.58 0.74 0.79
0.50 0.32 0.45 0.32 0.45 0.38 0.51 0.45 0.42
C（n ＝ 10） 0.70 0.90 0.80 1.00 0.90 0.80 0.70 0.80 0.90
0.48 0.32 0.42 0.00 0.32 0.42 0.48 0.42 0.32
D（n ＝ 9） 0.56 0.89 0.67 0.78 0.56 0.89 0.44 0.67 0.67
0.53 0.33 0.50 0.44 0.53 0.33 0.53 0.50 0.50
所有冠詞・男性・1格 所有冠詞・複数・4格 所有冠詞・中性・1格
グループ プレ ポ 1 ポ 2 プレ ポ 1 ポ 2 プレ ポ 1 ポ 2
C ＋ D（n ＝ 19） 0.84 0.84 0.74 0.84 0.84 0.79 0.79 0.74 0.84
0.38 0.38 0.45 0.38 0.38 0.42 0.42 0.45 0.38
C（n ＝ 10） 0.70 1.00 0.70 0.80 0.90 0.80 0.90 0.90 1.00
0.48 0.00 0.48 0.42 0.32 0.42 0.32 0.32 0.00
D（n ＝ 9） 1.00 0.67 0.78 0.89 0.78 0.78 0.67 0.56 0.67









1格」である。der Vater につられて＊meiner Vater と格変化を誤るのは初級の
学習者にはよく見られる現象だが，こうした誤りは，あらためて説明（指摘）
すれば比較的簡単に克服され定着に結びつきやすい可能性がある。


























































































































　なお，実験 1 において A グループはフロア効果傾向，B グループは天井
効果傾向が見られた。すなわち，テストが A グループには難しすぎ，B グルー
プには簡単すぎたと考えられる。実験 1 の「甲」のポストテスト 1，「乙」
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die, das など），ei____ には不定冠詞（ein, eine など），mei____ や sei____ には所有冠詞（mein, 
sein など）が入ります。また，補った部分が何格であるか，正しいと思うものを丸で囲ん
でください。
例）Der　 Student lernt Japanisch. ＜１格・２格・３格・４格＞
　　その学生は日本語を学んでいます。（Student は男性名詞）
1. Das ist d____ Buch.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 これがその本です。（Buch は中性名詞）
2. Wo ist mei____ Kugelschreiber?  ＜１格・２格・３格・４格＞
 私のボールペンはどこ？ （Kugelschreiber は男性名詞）
3. Dort spielt ei____ Kind.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 あそこで子供が遊んでいる。（Kind は中性名詞）
4. Sie schickt d____ Studentin eine E-Mail.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 彼女はその女子学生にメールを送る。（Studentin は女性名詞）
5. Ist das ei____ Computer?  ＜１格・２格・３格・４格＞
 これはコンピューターですか？ （Computer は男性名詞）
6. Ich verkaufe mei____ Bücher.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 私は自分の本を売ります。（Bücher は Buch の複数形）
7. Ich kenne d____ Stadt nicht so gut.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 私はその町をあまりよく知りません。（Stadt は女性名詞）
8. Sei____ Handy ist sehr leicht.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 彼の携帯電話はとても軽い。（Handy は中性名詞）
9. Wir kaufen ei____ Drucker.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 私たちはプリンターを買います。（Drucker は男性名詞）
10. Kennen Sie d____ Mann?  ＜１格・２格・３格・４格＞
 その男の人を知っていますか？ （Mann は男性名詞）
11. Ich schenke mei____ Kindern CDs.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 私は子供たちに CD をプレゼントする。（Kindern は Kind の複数形に n がついた形）
12. Hast du ei____ Auto?  ＜１格・２格・３格・４格＞
 君は車，持ってる？ （Auto は中性名詞）
13. Er gibt ei____ Katze Fleisch.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 彼は猫に肉をやる。（Katze は女性名詞）
14. Er gibt d____ Kindern Schokolade.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 彼は子供たちにチョコをあげる。（Kindern は Kind の複数形に n がついた形）
15. Schreibt er oft sei____ Mutter E-Mails?  ＜１格・２格・３格・４格＞






die, das など），ei____ には不定冠詞（ein, eine など），mei____ や sei____ には所有冠詞（mein, 
sein など）が入ります。また，補った部分が何格であるか，正しいと思うものを丸で囲ん
でください。
例）Der　 Student lernt Japanisch. ＜１格・２格・３格・４格＞
　　その学生は日本語を学んでいます。（Student は男性名詞）
1. Kennen Sie d____ Schauspielerin?  ＜１格・２格・３格・４格＞
 その女優さんをご存じですか？ （Schauspielerin は女性名詞）
2. Dort steht ei____ Haus.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 あそこに一軒の家が建っている。（Haus は中性名詞）
3. Er hilft oft sei____ Großmutter.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 彼はよく自分の祖母に手を貸す。（Großmutter は女性名詞）
4. Ist das ei____ Kühlschrank?  ＜１格・２格・３格・４格＞
 これは冷蔵庫ですか？ （Kühlschrank は男性名詞）
5. Ich betreue mei____ Studenten.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 私は自分の学生たちの面倒をみます。（Studenten は Student の複数形）
6. Hast du ei____ Handtuch?  ＜１格・２格・３格・４格＞
 君，タオルを持ってる？ （Handtuch は中性名詞）
7. Sie schreibt d____ Schülerin Briefe.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 彼女はその女子生徒に手紙を書く。（Schülerin は女性名詞）
8. Wo ist mei____ Portemonnaie?  ＜１格・２格・３格・４格＞
 私のお財布はどこ？ （Portemonnaie は中性名詞）
9. Wo ist mei____ Stift?  ＜１格・２格・３格・４格＞
 私のペンはどこ？ （Stift は男性名詞）
10. Sie gibt d____ Männern Anweisungen.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 彼女がその男たちに指示を出す。（Männern は Mann の複数形に n がついた形）
11. Er kauft ei____ Kontrabass.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 彼はコントラバスを買う。（Kontrabass は男性名詞）
12. Ich repariere d____ Stuhl.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 私がその椅子を修理します。 （Stuhl は男性名詞）
13. Das ist d____ Wörterbuch.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 これがその辞書です。（Wörterbuch は中性名詞）
14. Ich schenke mei____ Brüdern Bilderbücher.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 私は弟たちに絵本をプレゼントする。（Brüdern は Bruder の複数形に n がついた形）







die, das など），ei____ には不定冠詞（ein, eine など），mei____ や sei____ には所有冠詞（mein, 
sein など）が入ります。また，補った部分が何格であるか，正しいと思うものを丸で囲ん
でください。
例）Der　 Student lernt Japanisch. ＜１格・２格・３格・４格＞
　　その学生は日本語を学んでいます。（Student は男性名詞）
1. Er reicht d____ Dame Blumen.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 彼はその女性に花を手渡す。（Dame は女性名詞）
2. Kennen Sie d____ Ärztin?  ＜１格・２格・３格・４格＞
 その女医さんをご存じですか？ （Ärztin は女性名詞）
3. Sie kauft ei____ Tisch.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 彼女は机を買う。（Tisch は男性名詞）
4. Hast du ei____ Taschentuch?  ＜１格・２格・３格・４格＞
 君，ハンカチを持ってる？ （Taschentuch は中性名詞）
5. Das ist d____ Museum.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 これがその博物館です。（Museum は中性名詞）
6. Hilft er oft sei____ Schwester?  ＜１格・２格・３格・４格＞
 彼はよく自分の妹に手を貸してあげますか？ （Schwester は女性名詞）
7. Wo ist mei____ Hut?  ＜１格・２格・３格・４格＞
 私の帽子はどこ？ （Hut は男性名詞）
8. Er lobt sei____ Schülerinnen sehr.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 彼は自分の女生徒たちをとてもほめる。（Schülerinnen は Schülerin の複数形）
9. Dort steht ei____ Schloss.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 あそこに城が建っている。（Schloss は中性名詞）
10. Ist das ei____ Drucker?  ＜１格・２格・３格・４格＞
  これはプリンターですか？ （Drucker は男性名詞）
11. Wo ist sei____ Heft?  ＜１格・２格・３格・４格＞
 彼のノートはどこ？ （Heft は中性名詞）
12. Ich schenke mei____ Freunden Reisebücher.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 私は友人たちに旅行案内書をプレゼントする。（FreundenはFreundの複数形にnがついた形）
13. Er gibt ei____ Maus Käse.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 彼はねずみにチーズをやる。（Maus は女性名詞）
14. Sie kauft d____ Fernseher.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 彼女はそのテレビを買う。 （Fernseher は男性名詞）
15. Er gibt d____ Schülern Bonbons.  ＜１格・２格・３格・４格＞
 彼は生徒たちにあめをあげる。（Schülern は Schüler の複数形に n がついた形）
